
2023年度 技術者交流サロン(現場見学会)

東京電力福島第一原子力発電所廃炉作業現場
＆環境省中間貯蔵施設

2024年2月22日(木)・23日(金・祝)
※22日のみの参加可

2月22日（木） 備考

集合
9：15 【集合①】JR仙台駅東口観光バス乗降場

貸切バスで移動
途中昼食休憩有り
昼食代は自己負担

11：50 【集合②】廃炉資料館（福島県富岡町）

現場見学 12：00 ～ 15：50 東京電力 福島第一原子力発電所
（福島県大熊町・双葉町）

構内全般視察コース

解散
16：00 【解散①】廃炉資料館

17：45 【解散②】JR仙台駅東口観光バス乗降場 貸切バスで移動

集合場所 いずれかを選択
【集合①】JR仙台駅東口観光バス乗降場
【集合②】廃炉資料館(JR富岡駅徒歩15分)

解散場所 いずれかを選択
22日のみ参加の場合
【解散①】廃炉資料館
【解散②】JR仙台駅東口観光バス乗降場
両日参加の場合
【解散③】JR富岡駅
【解散④】JRいわき駅

集合・解散場所 は選択制

締 切：2023年11月27日(月)正午
定 員：40名 先着申込順
申込先：WEB申込のみ
https://committees.jsce.or.jp/tohoku/node/105

申し込み方法

問合せ先：event-tohoku@womencivilengineers.com
土木技術者女性の会東日本支部 担当：屋代

1日目(22日)のみ参加 ：無料
両日(22日･23日)とも参加 ：20,000円程度

(内訳)2日目貸切バス代、宿泊費、保険代

参 加 費

１日目 主催(公社)土木学会 東北支部、(一社)土木技術者女性の会 東日本支部 土木学会継続教育(CPD)
プログラム申請予定

宿泊/２日目 主催(一社)土木技術者女性の会 東日本支部、共催(公社)土木学会 東北支部(予定) 土木学会継続教育(CPD)
プログラム申請予定

2月22日（木） 備考

宿泊先へ移動 17：06 ～ 17：18 Jヴィレッジ（福島県楢葉町） JR常磐線で移動

懇親会 Jヴィレッジ（福島県楢葉町） 参加費に含む

2月23日（金・祝） 備考

朝食 Jヴィレッジ（福島県楢葉町） 参加費に含む

交流会 8：30 ～ 10：50 Jヴィレッジ施設見学、参加者による話題提供や参
加者同士の交流会 Jヴィレッジ内で実施

昼食 11：30 ～ 12：15 レストランエフ（福島県双葉町交流センター） 貸切バスで移動
昼食代は自己負担

自由見学 12：15 ～ 13：15 東日本大震災・原子力災害伝承館（福島県双葉町） 貸切バスで移動

現場見学 13：30 ～ 15：00 中間貯蔵施設（福島県大熊町・双葉町） 貸切バスで移動

解散
15：10 ― 【解散③】JR富岡駅 仙台方面の方

16：00 ― 【解散④】JRいわき駅 東京方面の方



服装 見学に相応しい服装（作業着でなくても構いません）
⾧袖、⾧ズボン着用、靴は靴底が平らなもの（サンダル、下駄、ヒールの
ある靴は不可）

福島第一原子力発電所入構申請、
中間貯蔵施設一時立入申請

両施設見学には、事前に以下１～７事項を記載した名簿の提出が必要です。
名簿作成のため、12月4日目途にevent-tohoku@womencivilengineers.comより
配信されるメールに、必ず回答をお願いします。

両日(22日･23日)とも参加の
参加費内訳

※上記金額は参加人数により若干変動の可能性があります。人数確定後、
参加者へご連絡いたします。
※参加費は当日徴収します。

キャンセルポリシー 宿泊のキャンセルは2024年1月19日(金)までに（一社）土木技術者女性の会
(event-tohoku@womencivilengineers.com)までご連絡下さい。
それ以降の場合は、キャンセル料が発生する可能性がありますのでご了承
下さい。

その他 ○本企画は、１日目、２日目それぞれで土木学会継続教育(CPD)プログラム
申請を予定しています。
○１日目のみの参加の場合、参加費（貸切バス代、保険代）は無料です。
２日目まで参加される場合は、２日目にかかる費用を参加者負担です。
○福島第一原子力発電所入構にあたっては、身分証明書（免許書等）の提
示が必要です。必ず、ご持参・携行をお願いいたします。
○福島第一原子力発電所構内では、核物質防護管理上、視察者による写真
撮影は禁止されています。当日は、視察案内者が写真を撮影し、後日、団
体代表者宛てに送付されます。その他、発電所視察における注意事項等に
ついては、視察前に各参加者へお知らせいたしますので、必ず遵守してく
ださい。
○見学会内の撮影可能場所で撮影した写真について、SNS等への投稿はご遠
慮ください。
○（公社）土木学会および（一社）土木技術者女性の会は、記録やWEBサ
イト等への掲載のため、写真を撮影しますのでご了承ください。

1.氏名・
ふりがな・性別 2.所属・役職 3.国籍・自宅住所

4.自宅電話番号 5.生年月日 6.身分証明書種類 7.震災以降の視察
回数

① ２日目貸切バス料金 3,500円 領収書は
「土木技術者女性の会」発行② ２日目保険代 100円

③ 宿泊費 一泊朝食付＋懇親会費 16,400円 領収書は「Jビレッジ」発行

合計 20,000円

注意事項 ※必ずご一読ください
（添付１）



見学先 概要
東京電力福島第一原子力発電所
（１日目）

１～４号機が見渡せる西側の高台から、各号機の状況を見学します。
また、新設した5・6号機が見渡せる高台からは、ＡＬＰＳ処理水希釈放

出設備を見学します。
車中より、タービン建屋等周辺のフェーシング（敷地舗装）などの汚染

水対策や、防潮堤の嵩上げ工事や水密扉などの津波対策、廃炉の取組状況
を見学します。

環境省中間貯蔵施設
（２日目）

中間貯蔵施設は、福島県内の除染に伴い発生した土壌や廃棄物等を最終
処分までの間、安全に集中的に貯蔵する施設として、東京電力福島第一原
子力発電所を取り囲む形で、大熊町・双葉町に整備しています。

大熊または双葉コースともに、途中貸切バスを降車して見学する場所も
有ります。
https://www.jesconet.co.jp/interim_infocenter/

東日本大震災・原子力災害伝承館
（２日目）

東日本大震災・原子力災害伝承館は福島県双葉町にある県立の施設で、
2020（令和2）年9月20日に開館しました。福島で起きた地震、津波、東京
電力福島第一原発事故という未曽有の複合災害の実態や、復興に向けた歩
みを展示しています。自由見学します。
https://www.fipo.or.jp/lore/

Jヴィレッジ
（宿泊先）

Jビレッジは、日本初のサッカーナショナルトレーニングセンターとして
オープンしました。

震災後、福島第一の事故収束の対応拠点として、政府及び東京電力に使
用されることになり、施設は営業停止しましたが、平成30年の夏、再オー
プンしました。

交流会 概要

講演1
震災から学ぶ in Jヴィレッジ

震災の重要拠点となったJヴィレッジの軌跡を聞きます。
サッカーの聖地Jヴィレッジの天然芝の広大なピッチを見学しま
す。

講演2
参加者による話題提供や参加者同士の交流会 調整中

見学先概要

２日目 交流会概要

集合場所・時間

2月22日（木） ※電車の時間は2023年10月30日時点

【集合①】 9：15
JR仙台駅東口観光バス乗降場
※JR仙台駅東口観光バス乗降場（1階）に、エスカレーターで降り
たところに集合してください。

【集合②】 11：50

廃炉資料館（JR富岡駅徒歩15分）
※JR富岡駅へのアクセス参考

7：52 東京駅発＝JR特急ひたち3号＝10：56 富岡駅着
※昼食場所の参考

廃炉資料館向かいに、飲食店も入っているショッピングモール
「さくらモールとみおか」があります。

【解散①】 16：00
廃炉資料館（JR富岡駅徒歩15分）
※JR富岡駅からのアクセス参考

17：43 富岡駅発＝JR特急ひたち26号＝20：43 東京駅着

【解散②】 17：45 JR仙台駅東口観光バス乗降場
※当日の交通状況で時間は前後します。

2月23日（金・祝） ※電車の時間は2023年10月30日時点

【解散③】 15：10
JR富岡駅
※JR富岡駅からのアクセス参考

15：47 富岡駅発＝JR特急ひたち13号＝17：25 仙台駅着

【解散④】 16：00

JRいわき駅
※JRいわき駅からのアクセス参考
※当日の交通状況で時間は前後します。

16：18 いわき駅発＝JR特急ひたち22号＝18：43 東京駅着
17：21 いわき駅発＝JR特急ひたち24号＝19：43 東京駅着

（添付２）



見学場所 位置図
（添付３）


